
◎
街
道
物
語
を
や
っ
て
み
て 

手
探
り
で
始
ま
っ
た
「
泉
南
街
道
物
語
」、
誰
が
講
義

す
る
？ 

ど
こ
を
見
て
も
ら
う
？ 

普
段
見
れ
な
い
と
こ

が
面
白
い
で
。
楽
し
く
企
画
が
で
き
た
一
年
で
し
た
。
義

務
的
に
な
ら
ず
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
事
業
展
開
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
企
画
す
る
側
、
参
加
す
る
側
、
み
ん
な
楽

し
く
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
！ 

あ
な
た
も
仲
間
に
な
り
ま
せ

ん
か
？ 

フ
ィ
ー
ル
ド
は
泉
南
市
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
あ
な

た
で
す
！ 

と
に
か
く
サ
ロ
ン
に
お
い
で
く
だ
さ
い
！ 

次
回
の
サ
ロ
ン
は
、
七
月
二
十
三
日
（
火
）
十
時
か
ら
、

泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
開
催
で
す
！ 
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市
民
協
働
か
わ
ら
版 

 

六
月
二
十
五
日
（
火
）
令
和
元
年
度
第
三
回
「
泉
南
・
市

民
ま
ち
づ
く
り
サ
ロ
ン
」
が
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
九
名
（
市
民
五
名
、
職
員
四
名
）
の
参
加
で

サ
ロ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

【
共
催
：
泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
】 

六
月
に
な
り
間
も
な
く
梅
雨
の
季
節
、
毎
月
サ
ロ
ン
が
開

催
さ
れ
る
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
が
植
え
た
ア

ジ
サ
イ
の
花
が
雨
粒
に
揺
れ
ま
す
。
ア
ジ
サ
イ
寺
の
長
慶
寺

も
見
ご
ろ
を
迎
え
る
頃
で
す
。
雨
傘
を
持
っ
て
の
街
歩
き
も

新
発
見
が
あ
っ
て
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
本
日
の
サ

ロ
ン
は
九
名
、
楽
し
く
街
づ
く
り
に
つ
い
て
お
話
し
が
始
ま

り
ま
し
た
。 

◎
街
づ
く
り
の
た
め
の
土
壌
づ
く
り 

 

街
道
物
語
が
次
回
の
「
信
長
街
道
編
」
で
中
締
め
と
す
る

こ
と
か
ら
、
街
道
物
語
に
替
わ
る
、
サ
ロ
ン
手
作
り
の
市
民

向
け
の
講
座
を
や
っ
て
み
よ
う
と
な
り
ま
し
た
。
毎
回
サ
ロ

ン
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
方
が
、
文
楽
の
解
説
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
楽
入
門
講
座
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
泉
南
市
に
は
、
様
々
な
特
技
を
持

っ
た
人
が
い
る
は
ず
な
の
で
、
そ
う
い
っ
た
人
材
を
発
掘
し

街
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
狙
い
で
す
。
市

民
の
好
奇
心
に
火
を
つ
け
、
市
民
が
自
ら
文
化
を
楽
し
く
創

っ
て
い
く
、
地
道
な
道
の
り
で
す
が
、
街
づ
く
り
を
行
う
上

で
の
大
切
な
土
壌
づ
く
り
で
も
あ
り
ま
す
。 

◎
サ
ロ
ン
主
催
文
化
講
座
「文
楽
入
門
」 

文
楽
の
虜
に
な
っ
た
文
楽
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

が
、
敷
居
が
高
い
と
思
わ
れ
が
ち
な
文
楽
の
魅
力
を
楽
し
く

解
説
、
ふ
だ
ん
触
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
浄
瑠
璃
人
形
も
ご

用
意
し
ま
す
。
と
き
は
、
九
月
二
十
四
日
（
火
）
午
後
一
時

三
十
分
ス
タ
ー
ト
で
午
後
三
時
三
十
分
ま
で
、
と
こ
ろ
は
、

泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
ま
す
！ 

◎
あ
な
た
の
得
意
な
こ
と
は
？ 

 

文
楽
講
座
は
、
雑
談
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
た

わ
い
な
い
雑
談
の
中
に
も
、
街
づ
く
り
の
種
が
潜
ん
で
い
る

の
で
す
。
あ
な
た
の
得
意
な
こ
と
は
な
ん
で
す
か
。
あ
な
た

が
好
き
な
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
く
な
い
で
す
か
？ 

 
 

 
   

【
せ
ん
な
ん
の
た
か
ら
も
の

】

 

私
た
ち
の
街
、
泉 

南
市
は
昭
和
四
十
五 

年
七
月
一
日
に
市
制 

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

来
年
は
市
政
施
行
五
十
周
年
と
な
り
ま
す
。
明

治
二
十
二
年
に
七
村
（
現
在
の
地
区
割
の
原
型
）

が
作
ら
れ
、
昭
和
三
十
三
年
に
そ
の
七
村
が
合

併
、
泉
南
町
（
現
在
の
市
域
）
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
泉
南
市
へ
と
昇
格
し
、
現
在
に
至
り
ま

す
。
そ
の
間
に
泉
南
市
は
大
き
く
様
変
わ
り
し

ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
に
泉
南
市
教
育
委
員

会
が
発
行
し
た
「
せ
ん
な
ん
の
た
か
ら
も
の
」

（
泉
南
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手
可
能
）
と
い
う
冊

子
が
あ
り
ま
す
。
市
民
か
ら
募
集
し
た
家
庭
に

伝
わ
る
年
代
物
の
品
や
往
年
の
写
真
を
紹
介
す

る
冊
子
で
す
。
今
は
な
き
自
然
海
岸
や
砂
川
奇

勝
、
昔
の
校
舎
や
集
合
写
真
、
昭
和
の
街
並
み

や
暮
ら
し
、
興
味
深
い
貴
重
な
資
料
が
た
く
さ

ん
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
未
来
の
市
民
に
残
す

べ
き
大
切
な
宝
物
で
す
。 

  


